
第５・６学年 複式授業「特別の教科 道徳」学習指導案（略案） 

令 和 ３年 １月 ２ ６日 （火 ） ５校 時 

５年 生 ３名 ， ６年 生 ２名  計 ５名 

指導者 山﨑 大雅・清水 智幸（特担） 

 

１ 主題名「広く受け入れる心」（Ｂ－１１相互理解，寛容） 

⑴ 資料名 「ブランコ乗りとピエロ」 

⑵ 本時のねらい 

 ア 意見や立場が異なる人に対して，どのように関わることができるかを議論し考察させる。 

   イ 自分と異なる意見や立場を尊重するためには「謙虚な心」「広い心」が必要であることに気付かせ，その 

心情を培う。 

２ 本時の流れ 

過

程 
主な学習の流れ 時間 教師の働きかけ （□内は「考える技」） 

導 

入 

１ アンケートの結果を知る。（マイナス面について） 

２ 本時のめあてを知る。 

1415 

 

1418 

〇 アンケート結果から自分勝手なことをする人を 

『許す』『許せない』の判断基準を問い，めあて 

に導く。 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

３ 教材文を読んで道徳的価値について考える。 

○ 主人公ピエロについて考える。 

【はじめのピエロ】  【後のピエロ】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ サムや観客について考える。 

 

 

 

 

４ まとめる 

 

1418 

 

1425 

 

 

 

 

 

 

 

 

1435 

 

 

 

1440 

 

 

1450 

 

 

1455 

〇 めあてに沿って読み聞かせを聞くように指示す 

る。 

〇 登場人物について思考をめぐらす際，口頭で 

行ったり，グループでの活動を入れたりして，考え 

をまとめさせる。            推測 

〇 考察を深めるために，教材文に目を通して考 

えることを促す。           理由 

〇 【はじめのピエロ】・【後のピエロ】を並記する 

ことで，「相手を許す」ことの価値を際立たせる。 

 

 

〇 発表時は，役割演技的な方法をとり，サムやピ 

エロの心情に迫る。 

 

 

〇 ピエロの心の変化について，自由に発表させ 

キーワードを板書する。 共通点 まとめる 

 

〇 分かっていてもできない心の弱さに気付かせる 

ために，児童の心を揺さぶる言葉掛けを行う。                

仮定 

〇 児童の言葉でまとめるように心がける。 

終 

 

末 

５ 教師の説話を聞く。 

 

1455 

 

 

1500 

〇 自己有用感を高めるために，児童一人一人が 

日頃の言動で，「広い心」をもって接している様 

子を話す。 

〇 児童の課題についても触れる。 

 

「相手を許す」ためには何が必要か。 

（例として）「相手を許す」ためには，「広い心」

や「謙虚な心」をもち，自分の考えを伝えたり，

行動の背景にある相手の気持ちを考えたりす

ることが大事。 

・ サム一人だけ目立

つのは許せない。 

・ 団員のみんなと協

力しろ。 

・ 和を乱すな。 

・ オレも目立ちたい。 

・ サムは努力をして

いたんだ。 

・  あんなに一生懸

命に。 

・  王や観客が楽し

んでいる。 

・ サムと協力してい

こう。 

なぜ，ピエロはサムを許すことができたの

か。 

(３分) 

(７分) 

(10 分) 

(５分) 

(10 分) 

(５分) 

(５分) 



教員の指導上の課題 

・ 読み物資料で登場人物の気持ちの読解に 

終わってしまう。 

・ 道徳的価値について子供が主体的に問い 

を深める授業づくりをしたい。 

・ 自分ごととして捉えさせる意識が薄い。 

・ 対話的な学びで考えを深めさせたい。 

児童の実態 

・ 他者と意見が異なる場合の折り合いのつけ 

方が分からない。 

・ 自分の考えを他者に分かりやすく伝えたり， 

他者の多様な考えとの比較から自分の考えを

再構築したりする学び方が身に付いていない。 

道徳教育の目標 

自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として他者と共によりよく生きる 

ための基盤となる道徳性を養うことを目標とする。 

                    道徳科の目標       三つの資質・能力 

道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基礎となる道徳性を養うため，道徳的諸価値に 

ついての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方についての考え 

を深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

尾崎小学校  研究構想図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の仮説 

ねらいとする道徳的価値を明確にし，「考える技」を具体化した指導方法を工夫すれば，子供は自分ご 

ととして捉え，対話による他者とのかかわり合いを通して多様な考え方や感じ方に触れ，自己の生き方に 

ついての考えを深めることができるのではないか。 

研究の柱１ 研究の柱２ 

ねらいとする道徳的価値を重視した指導の工夫 「考える技」を具体化した指導方法の工夫 

基礎研究 教材研究 教材研究 授業研究 

小学校学習指導要領解説

(平成２９年７月) 

〇改訂の趣旨や用語 

〇道徳科の目標 

〇道徳科の見方・考え方 

〇道徳的価値と内容項目 

〇道徳性の諸様相 

〇教材研究のしかた 

〇中心発問 

〇考え議論する道徳 

「許す」かどうかをどう
決めるか 
 
だれにでもおなじよう
に 
「もりの ぷれぜんと」 
 
他国との心のつながり
「エルトゥールル号」 
 
相手を理解する心 
「ぼくだって」 

遠隔研修 ７月 １・２・３年合同 １０月 

誠実に生きる 

Ａ 正直，誠実 

「手品師」 

みんななかよく 

Ｂ 友情，信頼 

「二わのことり」 

研究主題 

対話を通して考えを深める子供の育成 
～「考える技」でかかわり合う授業づくり～ 

目指す子供像 

〇  見通しをもって学習に取り組み，自分の学びを振り返る子供     学習規律の徹底 

〇  根拠を基に自分の考えをもつことができる子供               思考スキルの指導 

〇  他者とのかかわりを通して，考えを広げ深める子供            言語活動の活性化 


